


として図3に中型油圧ショベル作業時の音源寄与度の例
を示す。図中の5種類に分けた音源について，個別遮音
により各寄与度が求められている。内側の円グラフは各
音源寄与度のエネルギー比を示し，外側の円グラフはエ
ンクロージャ開口部とそれ以外からの寄与度比率を示
す。
　自動車と異なり，油圧ショベルは走行風のない定置作
業である上にエンジン負荷率が高い。このため，冷却フ
ァンを高速回転せざるを得ず，ファンは大きな音源とな
る。作業時には，動力源に高負荷がかかってエンジン機
関音と油圧音が急激に大きくなり，レベル変動を増幅し
て音質に悪影響を与える。油圧固体伝播（でんぱ）音は，
油圧脈動振動が伝播してフレームやアタッチメントなど
から放射される音で，エンクロージャ以外から発生する。
　エンジンと油圧ポンプから発生する音は，吸音材を内
張りしたエンクロージャの中に収められて吸・遮音され
るが，冷却風の通路である開口部より放射される。開口
部からの漏れ音低減とヒートバランス成立のための通風
量確保との二律背反が重要な設計課題となる。
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